
日本包装学会誌 Vol.34 No.2（2025） 

一般論文～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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本研究は，振動計測において，加速度と蓄積疲労を正確に計測可能で，データ量を最少化できる最

適サンプリング条件を明らかにすることを目的とした．数値解析ソフトウェア MATLAB を用いて，

ゼロクロスピークカウント法により加速度時刻歴データからピーク値を検出，リスト化するプログラ

ムを作成した．JIS Z 0200:2013 の PSD プロファイルから尖度値を変えて（3.0, 3.5, 4.0, 4.5, 5.0）生成

させた 0.1 ms 間隔の時刻歴データを用い，さらに間引き処理（1/2，1/4，1/8，1/16，1/32，1/64）を追

加することで，疑似的にサンプリング間隔の異なるデータを取得した．作成したプログラムをこれら

のデータに適用し，得られた加速度ピーク値から蓄積疲労を算出し，オリジナルと間引き後のデータ

セットとの間で有意差検定を行った．両者間で差がない場合を，適切なサンプリング間隔とみなした．

加速係数が 2.0 で蓄積疲労を正確に評価可能なサンプリング間隔は，0.8 ms（1,250 Hz）であった．こ

のサンプリング間隔は，サンプリング定理に基づく 200 Hz までのデータを扱う際のサンプリング条

件（＜2.5 ms（＞400 Hz））の 1/3 以下であり，サンプリング定理より高速なサンプリングでの振動計

測が必要であることが示された．

The objective of this study was to clarify the optimum sampling rate that can accurately measure the peak 
acceleration which is the basis of fatigue failure of product/package with minimal data amount in the 
measurement of transport vibration. A program for detecting peak acceleration from time history data was 
developed by using MATLAB. Time history data were obtained from the PSD profile in the JIS Z 0200:2013 at 
different kurtosis values (8192 data points for one data set, and 10 data sets were generated at each Kurtosis value 
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